
編
集

・
発

行
／

近
江

八
幡

市
総

合
政

策
部

秘
書

広
報

課
〒

5
2

3
-8

5
0

1
滋

賀
県

近
江

八
幡

市
桜

宮
町

2
3

6
T

EL：
0

7
4

8
(3

3
)3

1
1

1
　

FA
X：

0
7

4
8

(3
2

)2
6

9
5

M
AIL  kouhou@

city.om
ihachim

an.lg.jp
W

EB   https://w
w

w
.city.om

ihachim
an.lg.jp

令
和

３
年

３
月

号

Re:discovery O
m

ihachim
an

広
報
お
う
み
は
ち
ま
ん

●
イ

ン
キ：環

境
配

慮
型

イ
ン

キ（
植

物
油

イ
ン

キ
 or ノ

ン
VO

Cイ
ン

キ
）

●
印

刷：有
害

な
廃

液
を

排
出

し
な

い
水

な
し

印
刷

第
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回

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、本紙掲載の催しが急に中止や
延期になる場合があります。開催の可否は事前に担当課または主催者へご確
認ください。また、最新情報は、市のホームページ https://www.city.
omihachiman.lg.jp/ で随時発信しておりますので、ご確認をお願いします。

人口と世帯 令和 3 年２月 1 日現在 
                      (    ) は前月比

　

こ
の
ほ
ど
、
北
元
町
の
山
や
ま
も
と
あ
き
ら

本
晃
さ

ん
が
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
30
年
代

初
期
に
か
け
、
市
内
に
実
在
し
た
花

街
に
つ
い
て
写
真
や
文
献
な
ど
と
共

に
紹
介
す
る
『
艶あ
で

や
か
さ
を
も
と
め

て　

八
幡
の
花か
が
い街
』
を
自
費
出
版
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
17
年
の
池
田
町
老

人
会
主
催
の
文
化
祭
で
展
示
さ
れ
て

い
た
花
街
関
連
の
写
真
を
見
た
の
が

き
っ
か
け
で
、
15
年
の
歳
月
を
か
け

発
刊
さ
れ
た
労
作
で
す
。

近
江
八
幡
の
花
街
は
、
豊
臣
秀

次
公
が
八
幡
山
城
を
築
き
碁
盤
目
状

の
城
下
町
を
造
成
し
た
際
に
安
土
城

下
で
設
け
ら
れ
た
花
街
を
引
き
継
ぎ
、

八
幡
堀
と
寺じ
な
い
ま
ち

内
町
に
挟
ま
れ
た
西
の

町
外
れ
に
設
け
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
。

池
田
町
界
隈
に
大
小
数
十
軒
の
料
理

茶
屋
が
立
ち
並
び
、
幕
末
に
は
百
人

余
の
芸
妓
や
舞
妓
が
い
て
、
大
い
に

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

天
保
年
間
に
出
さ
れ
た
全
国
の

花
街
の
格
付
け
を
し
た
「
諸
国
遊
所

競
」
で
は
京
都
の
先ぽ

ん
と
ち
ょ
う

斗
町
と
同
格
の

位
置
に
名
を
連
ね
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
天
保
11
年
３
月
に
は
妓
女
に
よ

る
「
練
り
物
」（
仮
装
行
列
）
が
催

さ
れ
ま
し
た
が
、
古
今
東
西
の
花
街

で
練
り
物
が
行
わ
れ
た
の
は
京
都
の

祇
園
や
島
原
、
大
阪
の
曽
根
崎
新
地

な
ど
日
本
有
数
の
大
都
市
の
数
か
所

で
、
当
時
人
口
７
千
人
余
り
の
小
都

市
で
催
さ
れ
た
こ
と
は
八
幡
商
人
の

財
力
の
賜た

ま
も
の物
と
い
え
ま
す
。
な
か
で

も
八
幡
花
街
随
一
の
料
理
茶
屋

「
大お
お
た
か高
」（
の
ち
の
「
金き
ん
た
か鷹
」）
の
30

人
余
り
の
芸
妓
、
舞
妓
は
す
べ
て
京

都
祇
園
か
ら
雇
い
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　

２
９
４
ペ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ
著
書
の

中
で
は
、
都
市
計
画
に
よ
る
道
路
拡

張
工
事
で
昭
和
58
年
に
現
住
所
に
転

居
す
る
以
前
、
江
戸
時
代
か
ら
長
く

池
田
町
の
一
角
に
居
を
構
え
て
い
た

山
本
家
が
、「
大
高
」
か
ら
代
々
預

か
っ
て
き
た
数
多
く
の
写
真
や
掛
け

軸
や
短
冊
、
扁
額
、
屏
風
、
調
度
品
、

楽
器
な
ど
を
解
説
を
交
え
な
が
ら
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
貴
重
な
遺
品
を
通
し
て
、
八

幡
の
花
街
は
、
豊
か
な
知
識
と
潤
沢

な
資
金
を
も
っ
た
八
幡
商
人
の
旦
那

15年の歳月をかけ近江八幡の花街の歴史

をまとめた労作を手にする山本晃さん

衆
を
は
じ
め
、
政
治
経
済
の
中
心
地

で
あ
る
京
都
に
も
近
い
こ
と
か
ら
各

地
か
ら
数
多
く
の
著
名
な
文
人
墨
客

や
西に
し
か
わ川

吉き
ち
す
け輔

や
梁や

な
が
わ
せ
い
が
ん

川
星
厳
を
は
じ
め

と
し
た
勤
王
の
志
士
ら
が
集
ま
り
、

酒
宴
を
楽
し
み
な
が
ら
、
政
治
経
済

文
化
に
つ
い
て
熱
く
お
し
ゃ
べ
り
に

興
じ
て
い
た
格
調
高
い
文
化
サ
ロ
ン

で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
「
湖
東
の
小
都
市
・
近
江
八
幡
に
、

京
都
と
肩
を
並
べ
た
気
品
と
艶あ
で

や
か

さ
を
誇
る
花
街
が
あ
り
、
町
衆
の
教

養
を
押
し
上
げ
、
幕
末
日
本
の
変
革

に
関
与
し
た
多
く
の
人
々
も
出
入
り

し
、
明
治
維
新
の
影
の
舞
台
と
も
い

え
る
情
報
発
信
地
で
あ
っ
た
奥
深
い

歴
史
を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で

す
」
と
山
本
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
す
。

　

著
書
は
、
近
江
八
幡
、
安
土
の
両

図
書
館
に
、
山
本
さ
ん
か
ら
寄
贈
を

受
け
て
い
ま
す
。　

文ぶ
ん
じ
ん
ぼ
っ
か
く

人
墨
客
や
志
士
ら
が
集
う

　
　
　
文
化
サ
ロ
ン
の
役
割

　  

八
幡
の
花か

が

い街
の
史
実
を
一
冊
に

池田町二丁目にあった料理茶屋「大高」（写真撮影

時の大正期の店名は「京春」）（山本さん所蔵）

男衆とともに新年の挨拶まわりをする芸妓

や舞妓（大正初期・山本さん所蔵）

総数　82,315 人     ( ｰ  16)
男　　40,467 人     ( +   7)
女　　41,848 人     ( ｰ  23)
世帯　34,527世帯  ( +11)

※外国人住民 (42カ国・地域／ 1,569 人 ) を含みます。


